
（様式１） №
受付日

試験研究課題に対する要望調書
センター本部で記入

 試験研究機関に対する要望課題

 記入者名

《提出先》　　大分県農林水産研究指導センター　研究企画担当　あて
　　　　　　　　〒879-7111　豊後大野市三重町赤嶺2328-8
　 　　　　　　　E-mail：a15082@pref.oita.lg.jp
 　　　　　　　　FAX：0974-28-2052　（TEL：0974-28-2074）
　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　以下、研究機関が記入　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　・　

 要望課題の検討結果 （試験研究機関が記入）

 回答試験研究機関名  対応チーム名

 処理区分

　理　　由

　備　　考

※処理区分B・Dの課題については、備考欄に課題名・実施期間・実施機関名を記入する。
※処理区分Eの課題については、備考欄に成果情報名や参考文献・試験成績等を記載する。
※農林水産業ｽﾏｰﾄ技術研究会に検討依頼した課題については、検討依頼の欄にチェックを入れその処理内容を記載する。

処理区分
区分

A
B
C
D
E
F

G

（注１）：①「６　対応を希望する試験研究機関」と共同で研究に取り組みたい場合や、②その他特に希望する対応
方法がある場合は、「特に希望する対応方法」の記入欄にその旨 記入してください。

 特に希望する対応
 方法（注１）

備　　　考

 ４　現地での波及効果
 　 （費用対効果も算出で
    きれば、記入をお願い
    します。）

 ５　対象地域及び対象
    分野

 ６　対応を希望する試
    験研究機関

（市町村、県内農林水産団体、県機関用）

記入年月日

 １　提案機関名

 現状では試験に取り組めないもの

 その他

              A　　　　　B　　　　　C　　　　　D　　　　　E　　　　　Ｆ　　　　　G　　　　　　　　　
農林水産業スマート技
術研究会に検討依頼

区分の基準となる条件
 課題化する必要があると考えられるもの
 既存課題の中で一部取り上げることが可能であるもの
 課題化はしないが、調査・助言等が可能なもの
 すでに、一部又は全部について研究に着手しているもの
 本県または近県の既存成果が活用できるもの

 ３　要望課題の背景と
    ねらい
　 　（要望理由）

 TEL:　  E-mail:　

 ２　要望する試験研究
    課題名


